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2自己紹介

【専攻】環境社会シ ム 環境文化 市民参 デザイ• 【専攻】環境社会システム, 環境文化, 市民参画デザイン

• 【所属学会】（社）土木学会 （社）日本都市計画学会 （社）日本造【所属学会】（社）土木学会，（社）日本都市計画学会，（社）日本造
園学会，環境社会学会，社会・経済システム学会，日本エコミュー
ジアム研究会，巡礼研究会，等

• 東京生まれ．大阪大学大学院、和歌山大学システム工学部を経て、
現在は滋賀県立大学環境科学部准教授・工学博士．

• 環境をめぐる国際的調査、都市研究、イベントの企画などに 幅広く
携わっている 人間社会と環境の絡み合いに関心があり 写し巡携わっている。人間社会と環境の絡み合いに関心があり、写し巡
礼地・モ ヘンジョダロ・インド都市巡礼・インカ水遺跡・沐浴空間・熊
野古道・River Museum・蛇伝説・エコビレッジなどについて調査研
究を進めている究を進めている。

• 工学⇒+民俗学⇒+考古学⇒+社会学⇒+実践学⇒？？工学⇒+民俗学⇒+考古学⇒+社会学⇒+実践学⇒？？
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41.なぜ五感・身体なのか？

(1)地球環境問題とは

真実なのかというよりも、時代の変革期

社会を変え く動き社会を変えていく動き

オイルピークは確実に迎える…脱石油社会へ

“ゆで蛙”になる前に、いかに気づいていくか

どう今後の時代のコンセプトを乗り切っていくかどう今後の時代のコンセプトを乗り切っていくか

一刻も早く舵を切ったまち（自治体）が勝ち組へ

余力があるうちに舵を切 ていく余力があるうちに舵を切っていく



51.なぜ五感・身体なのか？

(2)地域環境問題とは

持続可能性→形を変えながらも柔軟に状況に対応し持続可能性→形を変えながらも柔軟に状況に対応し
て存続していくという自己組織的なシステムが必要。

コミ ニティの創発性コミュニティの創発性

地域社会の崩壊の危険性

ソーシャルキャピタルの崩壊

地縁と安全地縁と安全

環境問題は個人では解決できない…コミュニティ力が
大切大切

いかに地域力を上昇するか



61.なぜ五感・身体なのか？

(3)身体環境問題とは

コミュニケーション力の衰退

教育 問題教育の問題

身体の危機…五感

他者への思いやり、想像力の衰退

幼稚化幼稚化



71.なぜ五感・身体なのか？

感(4) 若者と五感
議論しない／できない若者。自分の意見を出しにくい。
デジタル化世代の善し悪しデジタル化世代の善し悪し。
「KY」…個性化？常に「自分」が中心。相手の立場に立ちにくい。
「失敗」「恥」「傷つくこと」を極端に恐れる。「近道」「最短距離」が「失敗」「恥」「傷つくこと」を極端に恐れる。「近道」「最短距離」が

大好き。

大事に大事に育てられた、やわらかくそっと扱わないとすぐに傷
ついて崩れてしまうついて崩れてしまう。

友だちと薄くともつながっていないと不安。携帯メールの5分ルー
ル。依存症へ。

いろいろな世代、仕事の人に会う機会が少ないのでは。
五感の退化。嗅覚や触覚の退化は顕著。
大人世代の責任大人世代の責任。
若者に「現場」を。「現場」で変わる。「怒られる」ことの大切さ。
「頭」を使いすぎた私たち「頭」を使いすぎた私たち。
環境問題は「頭」で解決できるのか。



81.なぜ五感・身体なのか？

づ(5)まちづくり・参加は変わってきた

対抗 ＞ 参加 ＞ 協働 ＞ 創発対抗 ＞ 参加 ＞ 協働 ＞ 創発
ボランタリーコモンズの時代
状況がめまぐるしく変わっていく状況がめまぐるしく変わっていく
目的合理から形態合理へ
組織から個へ
コラボレーション

市民が自身で立ち上がるということ市民が自身で立ち上がるということ
「飼い慣らされた」市民からの発動 ＞創発的仕掛けを

●南インドのエコビレッジAuroville…創発的な組織
●「六カ所村ラプソディー上映会+鎌仲監督講演会」における創

発的 ながりの動き発的つながりの動き
●「わたしたちの未来予想絵図づくり」



9わたしたちの未來予想絵図づくり



10わたしたちの未來絵図づくり



11わたしたちの未來絵図づくり



12わたしたちの未來絵図づくり



13わたしたちの未來絵図づくり



141.なぜ五感・身体なのか？

「創発」の組織

• オルフェウス室内管弦楽団 指揮者不在• オルフェウス室内管弦楽団…指揮者不在

• 「個」と「個」との自律的なつながりによる創発性
は 近年の伝統的な理論枠を超えた新しい組織は，近年の伝統的な理論枠を超えた新しい組織
概念としても注目されている。

相 編集 なが く 「 さ が必• 相互編集でつながっていくためには，「弱さ」が必
要とされている。

• 「共有地」→「共有知」共有地」 共有知」



151.なぜ五感・身体なのか？

身 論(6)身体的参加論へ
身体の危機
知識偏重 ＞ 身体性を忘れつつある知識偏重 －＞ 身体性を忘れつつある

五感 五環生活五感…五環生活
「五感マップ」「五感ワークショップ」

職人のワザ…「ワザ回廊」
消滅しつつある地域のワザ…10年後に困るのではないか？狭間

の時代の時代
「桶風呂」「かやぶき」「ほんがら」
地産地消の可能性が危なくなってくる

身体ボキャブラリーを留意しておくこと
祭り 掃除 共同作業等を大事にしておくこと祭り・掃除・共同作業等を大事にしておくこと



16近江ワザ回廊 （2008.3 栗東さきら）



17近江ワザ回廊 （2008.3 栗東さきら）



18近江ワザ回廊 （2008.3 栗東さきら）



19近江ワザ回廊 （2008.3 栗東さきら）



1.なぜ五感・身体なのか？

８ 住民によるコントロ ル

■機能的参加
創発性の基礎には学習
過程が必要であり，参加８ 住民によるコントロール

７　委任されたパワー

６　パートナーシップ

５ 懐柔

過程が必要であり，参加
主体からの意味付けを
重視した視点も求められ
る５ 懐柔

４　意見聴取

３　お知らせ

２ セラピ

る。

身体性や五感 地域の２ セラピー

１　あやつり
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創
造

支
援

参
加◆身体的参加

キルがある とに気付く。

参加 軸
20

参加の３軸



21身体の再評価

• 身体からの発想と計画，
まちづくりへ

• 本当の心地よさを 心立 意価値 価値• 本当の心地よさを

身体 声を る

心立
Plan

意
Check

価値 価値

• 身体の声を聞いてみる

知 身

アイデア
行為

知 身
アイデア 行為

動動
Do



22「地球にやさしい」モデル



23「身体にやさしい」モデル

身体私 身体 食物私 身体 産地食物私 身体 産地
地域
環境食物私

健康フ ェ イ ズ健康フ ェ イ ズ健康フ ェ イ ズ 環境への拡張フ ェ イ ズ健康フ ェ イ ズ 環境への拡張フ ェ イ ズ



24穀物菜食を実践することで価値観や意識が変わった実例

「穀物菜食は はじめは健康目的であったが ずっと続けていく中「穀物菜食は、はじめは健康目的であったが、ずっと続けていく中
で健康とか安全な生活という事だけでなく、その人のライフスタイル、
物の価値観、そして、生きるという事で深い関わりがあるものと分
か てきました 奥の深いものです 食が正しくなれば 判断力が冴かってきました。奥の深いものです。食が正しくなれば、判断力が冴
え意欲的になってきます。」(40代・女性)

「自分の場合、地球環境を考えてというよりも、自分の身心の向上
の為に穀物菜食と半断食を続けています。まず身体が健康になり、精
神が健康になり 感性が磨かれていく おのずと悪い物や不自然なも神が健康になり、感性が磨かれていく。おのずと悪い物や不自然なも
のには触れたくなくなり、美しい物や自然な物をいつのまにか欲し、
選んでいる。結局はこんな一人一人の小さな変化が、大きな変化につ
ながるのでしょうか 」(30代 女性)ながるのでしょうか。」(30代・女性)

「蒼玄流の指導を受けてから７年間医療費が０です。半断食をする「蒼玄流の指導を受けてから７年間医療費が０です。半断食をする
度に体質が改善され、又食が精神にも影響することも体験してみると
良く分かります。この食事を通してのシンプルな生き方、考え方で暮
らせる喜びを感じています そしてこの生き方こそが地球に優しい生らせる喜びを感じています。そしてこの生き方こそが地球に優しい生
き方に通じると思います。まわりの人に自分の体験を伝え、食への意
識を持ってほしいと思います。」(50代・女性)



2.五感の取組 25

• 「五感」をいかに感じることができるか？

• 自分自「身」を信じてみる• 自分自「身」を信じてみる

• インターネットに探しても無い＞あなたの身へ

• 「五感」を意識してみることが大切

五感マップ

五感つうしんぼ

まっくらカフェまっくらカフェ



五感マップ

Land Scape
Body Scape

Taste Scape
Smell Scape

Sound Scape

26

Five Senses
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まっくらカフェMOKU～文月withびわこもり～ 45



まっくら習字 46



まっくら粘土 47



まっくらカフェMOKU～長月 with 一姓～ 48



「土」で絵を描く 49



503.身体への取組

• カラダを動かしてみる

• カラダの凄さ 職人さん• カラダの凄さ…職人さん

• 「知」から「身」へ

自転車自転車

近江ワザ回廊近江ワザ回廊



自転車タイプ別評価 51

• ライフステージ別の自転車と
の関係の関係

• 自転車といっても 世代に自転車といっても、世代に
よってその使われ方は多様
であり、単に自転車専用道を
造れば良いというものではな
い。各地の実情とどういった
利用者を想定するかによ利用者を想定するかによっ
て、自転車空間の整備もそ
の重点が変わってくるだろう。の重点が変わってくるだろう。



サイクリスト類型と人生サイクルとの関係 52

人生サイクルとそれ
に対応した自転車に

いて5類型ついて5類型

類型を用 る と5類型を用いることで、

それぞれの地域でど
いうった自転車を考えいうった自転車を考え
て行くかが整理される。



53「自転車生活のマスターコンセプト」
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リサイクル自転車 レンタサイクル

パパチャリ
サイクリングマップ

サイクルパーク 買物

ヒヤリマップ

しぜん まち 空間

自転車専用道路
自然観察サイクリング

自転車走行
環境づく り

モノ と し ての
自転車づく り

しぜん・まち・空間

自転車生活のマスターコンセプト



54スローツーリズムとしての「自転車生活」

• グリーンツーリズムの体験
プログラムからみた自転車
観光

修理する
観光

• 「るるぶぶぐ」

安らぐ

• 「るるぶぶぐ」

①「修理する」

②「食べる・泊まる」
食べる
泊まる②「食べる 泊まる」

③「学ぶ」

④「遊ぶ」

泊まる
学ぶ

④ 遊ぶ」

⑤「安らぐ」 遊ぶ

• まだまだ、自転車を用いた
観光は考えることができる
だろう 開発されていない

体験メニューからみた自転車店の展開方向

だろう。開発されていない。



自転車の持つ楽しさや可能性を
爆発的 ピ する場爆発的にアピールする場

滋賀が誇る「びわ湖 周サイクリング」滋賀が誇る「びわ湖一周サイクリング」
をキーとしたムーブメント

自転車利用者を増加する

県内外に対して自転車生活の素晴らしさを気づき県内外に対して自転車生活の素晴らしさを気づき、

理解し、そして体験し、生活に取り入れてもらうこと

滋賀が「輪の国」になること



輪の国びわ湖～びわ湖一周からはじまる自転車普及社会～

自湖メる
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Web上描き込み地図における情報収集 61



ビワイチ認定証＋認定ステッカー 62



e-press 9月号広告 63



近江ワザ回廊 64

社会状勢やライフスタイルの変
化に連れて、地域の歴史資産・
伝統文化はその形態やあり方
を柔軟に変化させなければ生き
残ることができなくなっており、
人から人へ受け継がれてきた

ザワザも後継者や仕事不足に
よって埋もれ、消えていく一途を
たどっている。

そこで、培われてきたワザに光
を当てて広く紹介することにより、
地域に誇りを持ち、未来のまち
づく とづく 関わる機会づくりやひとづくりに関わる機会
の提供を図る。



近江ワザ回廊(ペーパークラフト・桶風呂DVD) 65
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は呼っら
、

、多物が。
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68

2007年の成果

[1] ス 人との関係づくりが進んでいます[1] スロー人との関係づくりが進んでいます。

（実績）11人のスロ 人と事業を行いました（実績）11人のスロー人と事業を行いました。

※リストアップ 100件以上 → 丁寧な関係づくりをつづけます。
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2007年の成果

[2] ８ のプ ジ クトが生まれました[2] ８つのプロジェクトが生まれました
ex.
桶風呂PJ まっくらカフェ 野良師（米づくり） 近江杜氏（酒造り）



70

2007年の成果

[3] クで 話題性のあるプ ジ クト群[3] ユニークで、話題性のあるプロジェクト群

報道された記事



714.まちづくりへのヒント

(1)”カラダポイント”をみつける

• 癒し／癒やされる場所

• 「ほっとする」「ほっとする」

• 「気持ちいい」

• 集住／ナワバリ• 集住／ナワバリ

沐浴都市沐浴都市



72「沐浴都市」

• 沐浴空間を総合化→都

市における沐浴体験空市における沐浴体験空

間を増加

• 沐浴空間…人間が自然

に包み込まれ、抱かれる

空間であり、「癒し」の空

間でもある。

• 人間が自然とどのように

きあう かと う関係つきあうのかという関係

性に厚み（多様性）を担

保するもの保するもの。



734.まちづくりへのヒント

(2)身体の違いを重んじる

• ひとりひとりは違う

• 匿名の「ヒト」としない匿名の「ヒト」としない

• 枠にはめない…身体から枠をつくる

• 職人や高齢者を大事にする• 職人や高齢者を大事にする

• 「見極める」→「身極める」へ

• 身体を開いていく• 身体を開いていく

「沖島21世紀夢プラン」

丁稚システム丁稚システム



74沖島21世紀夢プランにおける具体策図解「沖島の未来づくり」



●複数業種カジリパターン
●一業種集中パターン

“丁稚道”システム

by rcon 990626

75「丁稚道システム」

指導／弟子入り

名人

弟子
入り
コー
ス

業種あ

研修終了

有段へ

指導／弟子入り

上級者 長期
コー
ス

ス

モノと
ヒトと
バショ
…文化

店の業務
拡大への
参画

身体を慣らし く 【テスト／資格】

指導

先達へ

反応・刺激

中級者

インスト
ラクター
(有段)

短期
コー

ス

モノと
ヒト

• 身体を慣らしていく

• 身体のステップ
指導

成長

【テスト／資格】

反応・刺激

成長

伝統文化を支える
ひとびと

伝統文化と地域と
のつながり

中途研修システム

初心者
(入門者)

インスト
ラクター
(先達)

ス

モノ

• 「道」のシステム
インターンシッ

プ，後継者，学習

学び，生活の質向
上，資格

学び，第二の人
生 視野拡大

研修丁稚システム 伝統文化における
わざ

新入社員新入社員

「道」のシステム

生，視野拡大

学生

主婦・サラ

業種あ(店a)業種あ(店b)

業種い(店c)

大
学・サー
クル

リーマン

退職後

地
域・サー
クル？

地
域・ネッ
トワー

ク・会社

業種い



764.まちづくりへのヒント

(3)身体から広げていく

• ディテールへのおもい

部分を積み上げる• 部分を積み上げる

「パターンランゲージ」

身体計画論

み・つ・ばみ・つ・ば



み・つ・ば 77

み＞身
（からだ）

• ●身体をつかった経験を共有しておくこと

• ●あたまだけでは煮詰まって共有しにくい

• ex.掃除,草刈り,自転車,稲刈り,食事づくり,遊
び,ウォーキング,踊り,ゼスチャーなどなど（ ） ,ウォ キ グ,踊り, な な

つ＞伝
える

ば＞場

• 内（仲間）へも想いを正確に伝える

• ●思っているほど伝わっていないことが多い。

• ●企画書(想いを伝えるツール)なども書く。

回覧板 回覧ノ ト 張り紙 ホワイトボ ド MLなど ば＞場

• ●目的無くワイワイとする場を用意しておく。

• ex.回覧板,回覧ノート,張り紙,ホワイトボード,MLなど

• 外(世間・社会)へも想いを伝える

• ●閉じないこと。何でも伝えていく。公開・広報・PR。

さ す 信頼性 • ●気軽に誰もが集まれる場が必須。

• ex.事務所,コミュニティカフェ,拠点,飲み会,
ネット上？,井戸端,朝の体操などなど

• ●さらけ出すこと＝信頼性

• ●結果だけでなく途中のプロセスも伝える。

• ex.ブログ,SNS,HP,広報誌,ニューズレターなどなど


